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報道機関各位 

 

 

600 年超の歴史 水田天満宮「稚児風流」 
 

 
 

県指定無形民俗文化財・水田天満宮「稚児風流」を 10 月 25 日に開催 

～4 歳から 12 歳の子どもたちが主役！「ハーエンヤアイ」の掛け声とともに町

内を練り歩く秋の伝統行事～ 

 

■名 称 水田天満宮稚児風流 

■日 時 令和８年 10 月 25日（日） 9:00～ 

■場 所 水田天満宮（筑後市大字水田） 

■目 的 天下泰平・五穀豊穣を祈る。 

■経 緯 室町時代に始まったと言われる伝統行事で、水田天満宮神幸祭に毎年奉納さ

れています。昭和 31 年に県の無形民俗文化財に指定されました。 

■内 容 本行事は、水田天満宮の神幸祭に先立ち、祭りの到来を告げる「前触れ」 
として毎年奉納されているものです。幽界の神遊びの幻像を示現した舞楽と

され、天下泰平と五穀豊穣の秋を祝う民衆の喜びを今に伝えています。別名

「ドイカンカン（ドンキャンキャン）」とも呼ばれ、子どもたちの華麗な装い 
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とリズミカルなお囃子が、秋晴れの筑後路を彩ります。 
掛け声の「ハーエンヤーアイ（栄えあれの意）」には言語学的に室町時代の 

余韻が色濃く残っており、文化財的価値が非常に高い行事です。 

 

【厳格な役割分担】 

□鼓：4・5歳児（4名） 

□鉦：6～8歳児（4名） 

□小太鼓：9・10 歳児（4名） 

□大太鼓：11歳児（2名） 

□道風流：小学 6年生（2名） 

 

【多彩な舞い】 

□道風流（みちぶりゅう）：歩きながら打つ演奏 

□本風流（ほんぶりゅう）：定められた数箇所の家や境内で打つ演奏 

□おがみばち：神前での奉納演奏 

 

■その他 詳しくは、水田天満宮（TEL 0942-53-8625）までお尋ねください。 

 

 


